
芦屋市データヘルス計画 一部改訂（案）の概要 

■計画見直しの目的 
平成３０年に策定したデータヘルス計画が軌道に乗っているかどうかを確認し，進捗が滞っている場合には事業効果を高めるための改善策を検討し，目標達成に向けての方向性を見出すもの。 
■計画見直し方法 
○中間評価に基づく目標値・評価指標の見直し 
 目標値がすでに達成されている場合 現状維持もしくはさらに高い目標値を設定する 
 目標値より実績値が大きく下回っている場合 事業実施上の課題を振り返るとともに，実情に応じて実現可能なレベルへの目標値の見直しを行う 

○目標や事業の設定・見直し 
 計画策定時に具体的な目標を設定できていない場合や評価しにくい指標が含まれていた場合 目標や事業の設定・見直しを行う 

■主な見直し内容 
項 目 見直しに係る考え方 見直し内容 

第７章 保健事業実施計画 
１．生活習慣病の発症予防と早期発見 
中長期的目標 ○最終評価の目標値を変更する 

高齢化による被保険者の年齢構成
の変化などから，「収縮期血圧」，
「HbA1c」は，数値が悪化傾向にあ
り，最終年度の目標達成が困難であ
ると考えられる（中間評価 Ｄ評価
（悪化）） 
「収縮期血圧」，「HbA1c」の最終

評価の目標値を中間評価の目標値と
する 
特定保健指導や健康ポイント事業

の充実等により，見直しを行った目標
値の着実な達成を目指す 

改訂後 改訂前  （参考） 

評価時期 最終評価 
5 年度 

最終評価 
5 年度 

 中間評価 
目標値 

中間評価 
実績値 

目
標
値

収縮期血圧 
（130mmHg以上）

男性 44.5％（＊） 43.0％  44.5％ 46.5％ 
女性 34.5％（＊） 33.0％  34.5％ 37.0％ 

HbA1c 
（5.6％以上） 

男性 56.5％（＊） 55.0％  56.5％ 62.0％ 
女性 52.5％（＊） 51.0％  52.5％ 58.7％ 

LDL コレステロール 
（120mg/dL以上） 

男性 49.0％ 49.0％  51.5％ 51.7％ 
女性 59.0％ 59.0％  60.5％ 62.2％ 

＊中間評価に基づき目標値の見直しを実施（高齢化に伴う被保険者の年齢構成の変化などからＤ評価（悪化）であったもの） 
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項 目 見直しに係る考え方 見直し内容 
事業スケジュール ○最新の状況に更新する Ⅰ.特定健診受診率向上対策  

改訂後 改訂前 

取 組 事業スケジュール 
30 年度 元年度 2年度 3年度 4年度 5年度

<受診率向上> 

当年度未受診者へ

の受診勧奨 
拡充 

ICT の利活用 新規 

受診促進キャンペー

ン 
新規 

事業スケジュール
30 年度 元年度 2年度 3年度 4年度 5 年度 

Ⅱ．特定保健指導実施率向上対策 
改訂後 改訂前 

取 組 事業スケジュール 
30 年度 元年度 2年度 3年度 4年度 5年度

<利用機会の確保> 

特定健診当日の保健 

指導（集団健診） 
新規 

事業スケジュール
30 年度 元年度 2年度 3年度 4年度 5年度

アウトプット指標 ○実施方法の見直しを行う 
 受診勧奨通知の内容の見直しに 
併せ，通知回数を変更する 

Ⅰ.特定健診受診率向上対策 
アウトプット 改訂後 改訂前 

未受診者への受診勧奨 目標値 
30 年度 元年度 2年度 3年度 4年度 5年度

年３回 年２回（＊） 

＊未受診者への受診勧奨回数 通知内容の見直し（未受診者の
過去の受診状況や健診結果等の分析を行い，対象者の特性に応じ
た効果的なメッセージ等を掲載）に併せ，通知回数の変更を行う。

目標値 
30 年度 元年度 2年度 3年度 4年度 5年度

年３回 

.

実施・通知内容の
見直し検討

実施

ICT を活用した受
診率向上策の検討 実施

検討 実施 健康ポイント事業に統合 

準備 

実施・通知内容の見直し検討 実施

WEB予約やスマートフォン等を活用した受診率向上策の検討・実施 

検討・実施 

検討・試行実施 実施 健診当日の保健指導を検討・実施
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項 目 見直しに係る考え方 見直し内容 
アウトカム指標 ○目標値の見直しを行う 

 特定保健指導対象者の減少率の
算定にあたり，特定健診受診率の影
響を考慮した積算方法に変更したこと
に伴い，目標値を再設定する 
 特定健診受診率は上昇傾向にある
一方で，受診者から抽出される特定
保健指導対象者は減少傾向にある。
全員が特定健診を受診したと仮定した
場合の特定保健指導対象者（推定
数）の減少率は，特定保健指導対
象者数の減少率を大きく上回っている 

Ⅱ．特定保健指導実施率向上対策 
アウトカム 改訂後 改訂前 

特定保健指導対象者の減少率
（対 20 年度比） 

目標値
30年度 元年度 2年度 3年度 4年度 5年度
5.0％ 9.0％ 13.0％ 36.0％ 38.0％ 40.0％ 

＊特定保健指導対象者の減少率（対20 年度比）の令和3
（2021）年度以降の目標値 特定保健指導対象者は年度毎の
健診実施率による影響を受けるため，基準年度（平成 20 年度）
の特定保健指導対象者の推定数から当該年度の特定保健指導対
象者の推定数を減し，基準年度（平成 20 年度）の特定保健指
導対象者の推定数で除して算出する。 

（参考）元年度実績値 33.8％

目標値
30年度 元年度 2年度 3年度 4年度 5年度
5.0％ 9.0％ 13.0％ 17.0％ 21.0％ 25.0％ 

２．生活習慣病の重症化予防 
中長期的目標 ○最終評価の目標値を変更する 

 高齢化による被保険者の年齢構成
の変化などから，「eGFR45mL/分
/1.73 ㎡未満の者の割合」は，数値が
悪化傾向にあり，最終年度の目標達
成が困難であると考えられる（中間評
価 Ｄ評価（悪化））
「eGFR45mL/分/1.73 ㎡未満の

者の割合」の最終評価の目標値を中
間評価の目標値とする 
 糖尿病性腎症重症化予防事業の
治療中断者への受診勧奨の実施や
個別支援の全員への実施を継続する
ことにより，見直しを行った目標値の着
実な達成を目指す 

改訂後 改訂前  （参考） 

評価時期 最終評価 
5 年度 

最終評価 
5年度 

 中間評価 
目標値 

中間評価 
実績値 

目
標
値

新規透析導入患者数 抑制 抑制 抑制 ３人（抑制） 
HbA1c8.0％以上の者の
割合 0.7％ 0.7％ 0.9％ 1.1％ 
eGFR45mL/分/1.73 ㎡
未満の者の割合 0.9％（＊） 0.8％ 0.9％ 1.5％ 

＊中間評価に基づき目標値の見直しを実施（高齢化に伴う被保険者の年齢構成の変化などからＤ評価（悪化）であったもの）
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項 目 見直しに係る考え方 見直し内容 
事業スケジュール ○最新の状況に更新する Ⅳ.糖尿病性腎症重症化予防事業 

改訂後 改訂前 

取 組 事業スケジュール 
30 年度 元年度 2年度 3年度 4年度 5年度

治療中断者への受

診勧奨 
新規 

.

事業スケジュール
30 年度 元年度 2年度 3年度 4年度 5年度

アウトプット指標 ○指標の１つを削除する 
糖尿病性腎症重症化予防事業の

対象者数が少ないことから，集団支
援（事業参加）ではなく電話・訪問
等の個別支援を行う 

Ⅳ.糖尿病性腎症重症化予防事業 
アウトプット 改訂後 改訂前 

事業参加者数 （項目削除） 現状値 目標値 
28 年度 30 年度 31年度 32年度 33 年度 34 年度 35 年度
－

（未実施） ５人 10 人 15人 20 人 25 人 30 人 

3．医療費適正化の推進 
アウトカム指標 ○評価指標の追加等を行う 

 後発医薬品使用促進事業につい
て，使用促進通知対象者の抽出方法
の見直しに伴い，同一条件による効果
測定が困難となったため，評価指標を
新たに設定する 
 新たな評価指標 使用促進通知送
付月の前後を比較し，通知送付後の
後発医薬品使用率の増加が 0.5％
（令和元年度実績）を下回らないよう
に維持する 
○評価指標の数値見直しを行う 
 適正受診等推進事業について，啓
発通知送付者の受診・服薬行動の改
善率の中間評価の結果がＡ評価（達
成）であり，実績値が目標値を大きく
上回っているため，評価数値の再設定
を行う 

Ⅵ.後発医薬品使用促進事業 
アウトカム 改訂後 改訂前 

使用促進通知対象者
の後発医薬品への切替
率 

目標値
30年度 元年度 2年度 3年度 4年度 5年度
70.0％ 72.0％ 74.0％ ― ― ― 

目標値
30年度 元年度 2年度 3年度 4年度 5年度
70.0％ 72.0％ 74.0％ 76.0％ 78.0％ 80.0％ 

使用促進通知送付月
前後の後発医薬品使
用率の増減値 

現状値 目標値
28年度 30 年度 元年度 2年度 3年度 4年度 5年度
0.5％ 
(元年度)

― ― ― 維持 維持 維持 

（指標なし） 

Ⅶ.適正受診等推進事業 
アウトカム 改訂後 改訂前 

啓発通知送付者の受診・服薬
行動の改善率 目標値

30年度 元年度 2年度 3年度 4年度 5年度

10.0％ 12.0％ 14.0％ 51.0％ 53.0％ 55.0％ 

（参考）元年度実績値 49.0％

目標値
30年度 元年度 2年度 3年度 4年度 5年度

10.0％ 12.0％ 14.0％ 16.0％ 18.0％ 20.0％ 

実施検討 検討 実施
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項 目 見直しに係る考え方 見直し内容 
４．健康管理の推進（Ⅷ．個人へのインセンティブ提供） 
短期的目標 ○事業の具体化（健康ポイント事

業）に伴い，短期的目標・対象者の
設定を行う 

改訂後 改訂前 
対象者 20 歳以上の市民 被保険者 
目 標 健康状態（筋力）が維持・改善した者の割合向上 事業の具体化に併せて検討 

事業スケジュール ○最新の状況に更新する  
改訂後 改訂前 

取 組 事業スケジュール 
30 年度 元年度 2年度 3年度 4年度 5年度

実施体制の整備 新規 

.

事業スケジュール
30 年度 元年度 2年度 3年度 4年度 5年度

アウトプット指標 ○事業の具体化に伴い，新たに指標
を設定する アウトプット 改訂後 改訂前 

健康ポイント事業参加者数 
現状値 目標値 
元年度 3年度 4年度 5年度
174人 450 人 475 人 500 人 

事業の具体化に併せて評価指標，目標値を検討 

アウトカム指標 ○事業の具体化に伴い，新たに指標
を設定する アウトカム 改訂後 改訂前 

健康状態（筋力）が維持・改
善した者（＊）の割合 現状値 目標値 

元年度 3年度 4年度 5年度
74.2％ 75.8％ 76.6％ 77.4％ 

事業の具体化に併せて評価指標，目標値を検討 

＊健康状態（筋力）が維持・改善した者 健康ポイント事業参加者のうち，開始時と比較し終了時の筋力が維持・改善したと認められる者 
４．健康管理の推進（Ⅸ．地域包括ケアの推進） 
短期的目標 ○事業の具体化（高齢者の保健事業

と介護予防の一体的実施）に伴い，
短期的目標の設定を行う 

改訂後 改訂前 
目 標 咀嚼機能良好者（＊）の割合向上 事業の具体化に併せて検討 
※ 咀嚼機能良好者 特定健診問診票より「食事をかんで食べるときの状態」が良好であると認められる者

検討 健康ポイント事業の実施
国のガイドライン

等に基づき検討 実施
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項 目 見直しに係る考え方 見直し内容 
取組項目 
事業スケジュール 

○事業の具体化に伴い，新たに取組項
目を設定する 改訂後 改訂前 

取 組 事業スケジュール 
30 年度 元年度 2年度 3年度 4年度 5年度

多職種・他分野との
協働による介護予
防の推進 

新規 ― ― 

オーラルフレイル予防

の普及・啓発 
新規 ― ― 

.

（取組項目未設定） 

アウトプット指標 ○事業の具体化に伴い，新たに指標を
設定する アウトプット 改訂後 改訂前 

通いの場等での保健事業と介護予防の一体
的実施の回数 現状値 目標値 

元年度 3年度 4年度 5年度
未実施 24回 36回 48 回 

事業の具体化に併せて評価指標，目標値を検討 

アウトカム指標 ○事業の具体化に伴い，新たに指標を
設定する アウトカム 改訂後 改訂前 

咀嚼機能良好者の割合  
現状値 目標値 
元年度 3年度 4年度 5年度
85.2％ 86.0％ 87.0％ 88.0％ 

事業の具体化に併せて評価指標，目標値を検討 

第８章 特定健康診査・特定保健指導実施計画 
６．年間スケジュール 
事業スケジュール ○最新の状況に更新する 

 中途加入者用の集団健診（１月実
施）を改め，通常の特定健診期間内
（５～１２月実施）に受診する体制に
変更した 

【主な改訂内容】 
実施項目 改訂後 改訂前 

特定健診受診期間（＊） ５月～１２月実施  
＊中途加入者も同期間に実施

５月～１２月実施 

中途加入者健診案内・実施 （削除） ５月～２月実施 

■その他 
改元に伴う元号修正を行う                                                                                                    以  上

検討・実施

実施
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